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令和６年１１月、第５４回島根県公立小中学校事務研究大会が松江市で開催され、オンライ

ンも含めて県内各地より参会いただき、盛会裏に終えることができました。 

午前中の千葉工業大学の福嶋尚子様による講演は、「隠れ教育費軽減のための財務改善」と

題し、目に見えにくい保護者負担や教職員の自腹の現状を生々しく知ることができました。

様々な家庭環境があることを踏まえ、「隠れ教育費」に一層意識を向け、削減のための財務改善

に、学校事務職員を中心に学校全体で取り組む必要があると痛感しました。 

午後は、総会と第六次研究中期計画中間まとめが行われました。研究部を中心に課題意識を

強くもち、ICTを活用したこれからの研究活動の在り方や、研究テーマとして ICTを活用した

校務支援の在り方について焦点化して研究を深めていく提案等が示されました。市町村によっ

て使用するツール等の環境の違いはあっても、もととなる「ものの見方・考え方」はとても参

考になりました。 

話はかわりますが、松江教育事務所の所長室には、「光」と書かれた一つの書が飾られていま

す。「光」は、平成 24年度に在籍した所員の皆さんが、自身の職 

務への考えだけでなく、諸先輩方の職務への思い、そして今後勤 

務する後輩へのメッセージも込め、書き出したたくさんの文を、 

一つの言葉に表したものと聞いています。また額の下に、「光」の 

意味が次のように書かれています。 

 

 

 
 

時代が違っても、職務が違っても、同じ取組は出来なくても、磨いた「ものの見方・考え方」

を働かせて各地区で実践していくこと、正に我々大人にも令和の日本型学校教育が求められて

いると感じました。今後も、学校事務職員の皆様が、専門性や得意分野を生かして学校組織の

機能強化を図り、学校教育の充実に貢献していかれることを期待します。 

 

松江教育事務所長  德永 勝俊 

 

ひ ～ 人はひかりをもって生まれている 

か ～ 感性を養い 

り ～ 理性を磨き、さらに、本物を照らすひかりとなる 
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今年度の研究大会では、第六次研究中期計画の中間まとめということで、「基礎研究」と「応用研究」

について、これまでを振り返りながら、今後の進め方についてお伝えしました。その内容は研究大会の

「記録集」に掲載されていますので、お読みいただきたいと思います。 

 中間まとめを終え、皆さまからいただいたアンケートを拝読しながら、あらためて「研究」について

考えてみました。 

一口に「研究」と言っても、私たちが行っている研究は、どんな対象を、どのように研究しているの

でしょうか。 

 

１．研究対象 

右の図は、今年度研究大会で実施

したアンケートのうち、研究大会に

期待するものや求める情報につい

て、会員の皆さまから寄せられた声

をまとめたものです。「学校財務」や

「業務改善」といった個人でも行え

る実務に関する数字が高いのです

が、「共同学校事務室」「事務グルー

プ活動」や「組織マネジメント」と

いった組織で行う実務に関する数字

も一定数あります。求めるものは、

経験年数や職階はもとより、今自分

が求めているものによって違いが出

てくると思いますが、間違いなく言えるのは、皆さまが期待するものや求める情報の全てが、私たちの

研究対象になるということです。 

 

２．研究の進め方 

 私たちの研究の多くは「方法論研究」と「探索的研究」という進め方になると考えます。 

〇「方法論研究」 

存在する問題に対応するための方法を模索する研究です。「学校財務」や「業務改善」といった

ことについて、自分が感じた「モヤッと＝問題」を発端に、それを解決する方法を考えて実行し、

その結果どうだったかを検証する実践になります。 

〇「探索的研究」 

課題が明確になっていない状態から、それを調査するために行う研究です。「共同学校事務室」

や「組織マネジメント」といったことについて、どのような形ややり方で進めていけばいいのか、

それを調査・実行し、その結果どうだったかを検証する実践になります。 
 

 １月末に実施した「セミナー」にご参加くださった皆さまは、学校財務について、ご自分の「モヤッ

と＝問題」を示し、その解決方法を持ち帰られたと思いますので、来年度それを第六次研究中期計画に

おける「基礎研究」として実践してみられるのもよいと思います。 
 

様々な研究対象があるため、研究発表も皆さまの期待するもの、求める情報に沿ったものをと考え

ていますが、そのためには様々な実践報告を集め、お互いに成長し合える環境を作ることが大切と考

えます。 

 研究の進め方を参考に、「基礎研究」そして来年度からスタートする「応用研究」に取り組んでいた

だけると幸いです。 

基礎研究から応用研究へ 
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 島根県学校事務セミナー 
期日：令和７年１月３１日（金） 

会場：パルメイト出雲 

講演：「教育財政における家庭の教育費負担と無償性」 

講師：埼玉県川口市立青木中学校 事務主幹 栁澤 靖明 様 

演習：「『学校のお金』について考えよう～これってあたりまえ？～」 

 

参加者の感想 

講演の感想 

財務について、発信することの大切さと、意見を言いやすい

雰囲気をつくることが大切だという話が勉強になりました。

授業や指導になかなか関わりにくいと思っていましたが、費

用対効果の評価シートや校内向けの事務だよりの配付など

を通して、学校事務職員の立場から教育計画に携わってい

きたいと思いました。 

公教育の無償性に向けて

自分自身は何ができるのか

イメージが湧かなかったが、

事務だよりを発行するな

ど、簡単にできることから取

り組み、学校事務職員とし

て財務について情報発信を

していくことが大切だと気

づくことができました。 

「指導計画に寄り添い支える

財務計画」という言葉が印象

に残りました。職員向けの事

務だよりで研修報告や行事

予算の話などを掲載してお

り、一人相撲では…と思うこ

ともありましたが、お話を伺っ

て見当外れな取組ではなか

ったのだなと安心しました。

先生方と教材費の深い話が

できるように知識をもっと蓄

えたいと思いました。 

演習の感想 

グループワークの中で、自分自身

のもやっとへの気づきやヒントは

もちろん、他の市町での取組やほ

かの学校事務職員の方の実践や

思いなども聞かせてもらうことが

できてとてもよかったです。自校

でも、自分でもできそうなことから

取り組んでみたいと思いました。

ファシリテーターの方、グループの

他の参加者の方が、グループワー

クに参加しやすくしてくださり、と

ても学ばせていただきました。演

習…と思っていましたが、参加し

てよかったです。ありがとうござい

ました。 

やはり１人職場では考えが行き詰まってしまうような

ことも、こうして複数の職員が集まるだけで考えの幅

が広がることはとても素敵だな、と再認識しました。 
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浜田市立岡見小学校   畑岡 宏明 

 

今回、主任主事研修に参加させていただきました。主任主事研修は、計

２回開催で、第１回目はオンラインで、第２回目は島根県教育センターに

おいて参集型で行われました。 

第１回の研修会では、「主任主事の職務」「教職員の倫理・服務」「中央

研修報告」などの研修を受けました。中でも「中央研修報告」では主に「カ

リキュラムマネジメント」「財務マネジメント」の重要性 

についての報告がありました。私自身、学校事務職員 

がカリキュラムマネジメントを学ぶ必要性を十分理解 

していませんでしたが、今回の研修を受けて財務マネ 

ジメントを適切かつ効果的に行うためにもカリキュラ 

ムマネジメントは切っても切り離せない存在だという 

ことが分かりました。 

第２回の研修会では、「財務マネジメントとカリキュラムマネジメント」

「問題解決能力の向上」「職員室のコミュニケーションと協働」について

の研修を受けました。やはり、第２回の研修でも「財務マネジメントとカ

リキュラムマネジメント」についての講義があり、今の学校事務職員には

このようなマネジメント力が求められているのだなと感じました。学校事

務職員として積極的に学校運営に参画し、社会に開かれた教育課程の実現

の手助けとなれるように今後も尽力していきたいと思いました。 

「問題解決能力の向上」の研修では、まずは理想と現実の「ズレ」から

来る「課題」を発見し、そこから優先順位をつけて筋道を形成して、「全

員」で取り組むことが大切だということを学びました。現状に課題が無い

から良いというわけではなく、「向上心」を持って課題を発見し「創る問

題」として捉え問題解決に向かっていくことが最も大切な事であり、これ

を続けていくことで学校がより良くなっていくのだと感じました。 

今回の主任主事研修をとおして、主任主事としての必要な心構えやスキ

ル等について学ぶことが出来ました。これからはより 

一層主任主事としての自覚を持ち、「主体性」を持って 

学校運営に積極的に参画し、学校の様々な課題を発見・ 

改善していこうと思いました。 
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松江市立来待小学校 糸賀 香織  

  

 

9 月 9 日から 13 日の 5 日間，つくばにある教職員支援機構で行われた令和 6 年度

職階別中央研修事務職員研修。この研修は，地域の中核として活躍が期待される者が対

象で，自分が行くことにプレッシャーを感じながらの参加でした。 

毎日の研修の最初と最後にイントロダクションとリフレクションがあり，自分で問い

を立てて考える時間が設けられていました。研修は，自分から「求める」ものであり，

ただ受けるだけではなく，自らの経験に変える姿勢が大切であると教わりました。現在

の学校の状況課題やこの研修の意義・心構えをうかがった後，学校組織マネジメント，

リスクマネジメント，カリキュラム・マネジメント，財務マネジメントの講義を受けま

した。どの講義にもグループで協議・ワークの時間が多くあり，普段接することのない

他の県の状況を詳しく聞くことができました。今回の研修は，校長研修との合同開催

で，学校事務職員だけではなく校長からの視点での話も聞くことができました。どの学

校も人手不足，業務の多さに困り，協力し合える環境を作ることが難しい実態が明らか

になりました。職員同士のコミュニケ―ションを深め共通理解を図り，学校全体を俯瞰

して組織で課題解決に当たることが大事だと感じました。 

また，宿題として書いてきた校務運営参画実践報告と学校マ

ネジメントプランを相互評価し合いました。各校が実態に合わ

せて様々な改善を行っているものの，そのシステムを引き継ぐ

体制が十分ではなく，人事異動等で継続が難しいことが分かり

ました。最終日は研修で学んだことを基に，学校改善計画を作成

しました。これから１年間，その計画を実践し，結果を報告する

ことになります。研修で学んだことを学校に反映できるよう，問

題意識を持って校内の状況を見直して「事務ではなく，学校を語

れる」ようになりたいです。 

長期の研修でしたが，目まぐるしくも充実した１週間でした。参加者の多くが事務長

等で学校運営に大きく携わっていたので，皆さんの実践から多くの発見がありました。

知ったことを真似て取り入れることを推奨されたので，自校でもできることを見つけ

ていきたいです。また，自分の視点を広げて課題を見つけていくこと，旧態依然とせず

環境に合わせて変化し改善していくことを学びました。研修をとおして，「心理的安全」

が子どもの不自由のない生活のためにも，学校の組織的な運営のためにも欠かせない

ということを痛感しました。職員間で思ったことをすぐに言える雰囲気を作るために，

普段のコミュニケーションを大切にしたいと思いました。 

 
  『中央研修事務職員研修』に参加して 
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奥出雲町立仁多中学校 

 兒玉 和寛  

 

奥出雲町立仁多中学校は，島根県東南端に位置し，

鳥取県と広島県に隣接した中国山地の盆地にある全校

生徒１３５名の学校です。校舎の前には，記念樹であ

る「欅」が大きく育ち，仁多中生を日々見守っていま

す。ほかにも地域の方やＰＴＡで植樹された様々な

木々があり，春には桜やつつじ，夏は新緑，秋には紅

葉，冬には雪景色と四季を感じさせてくれます。ま

た，隣接している三成運動公園は体育の授業をはじめ

各種活動や部活動で利用しており，生徒たちは自然豊

かな環境と充実した施設の中で学んでいます。 

仁多中生は，明るく素直で素朴な生徒が多く，異学

年とも思いやりのある関係性を持ちながら学校生活を

豊かにするために協力しています。生徒会では，

「Level Up～笑顔・絆・自分自身を次の Level へ～」

というテーマで，一人一人が当たり前のことを当たり

前に行い，自主的に活動に参画し「自分自身」のレベ

ルを高めることで「笑顔」があふれ，「絆」が深まり

誰もが行きたくなる学校を実現する，また，これまで

築き上げてきたものより「LEVEL」の高い学校を目指

し活動しています。これは教職員も同様で，複雑化し

ていく社会に対応するためにいかに個を生かして組織

として対応していくかが大切であると思います。 

最後に，奥出雲町は小学校再編統合により令和８年

度に中学校２校，小学校２校となります。この奥出雲

で育つ子どもたちが広い視野を持ち自らの可能性を最

大限に引き出し，社会に貢献できる人材として成長す

ることに学校事務職員として学校運営に携わるものと

して何ができるのか教職員，地域の協力を得ながらよ

り積極的に関わっていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

原作・画 ： 佐伯 圭一  

【 編集後記 】 
 今年度も１年間，御愛読いただきありが
とうございました。さて，開通を待ちに待
っていた山陰道も，安来から福光までが１
本につながりました。もちろんこれから
は，今まで以上にどんどん研修会に参加
し，自己啓発に努めますよね！？（Ｎ．Ｋ） 

 学校紹介 


